
1 志太地域の防災対策と交流の場としての公園整備

平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 藤枝市

　災害援助受け入れ地として15,050m2を整備し、避難者の受入れやヘリポート利用など多目的な利用を図る。（全体災害援助受け入れ地面積　51,750m2　、整備済み面積　36,700m2）

　周辺避難想定者等の収容人数を4,500人増加させる。（整備による受入れ地として利用可能面積　13,600m2÷3m2／人）

（H22当初） 　 （H27末）
災害援助受け入れ拠点の確保

（利用出来る施設のオープンスペースの確保）

4,500人の収容能力向上により、周辺避難想定者2,000人分の不足の解消と、2,500人の広域的支援が図れる。

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H23 H24 H25 H26 H27

1-A-1 公園 一般 藤枝市 直接 都市公園事業（藤枝総合運動公園） 352

合計 352

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27
1-C-1 公園 一般 藤枝市 直接 10

合計 10

番号 備考

1-C-1

一体的に実施することにより期待される効果

藤枝市 防災拠点誘導看板・ＰＲ看板設置 誘導看板設置　N=4箇所、ＰＲ看板バナー等設置 藤枝市

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

藤枝市 野球場、駐車場等整備　1.5ha 藤枝市

10百万円
効果促進事業費の割合

2.8 ％
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

4,500人

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
362百万円 Ａ 352百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ

定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

36,700㎡ 51,750㎡

・（定住自立圏共生ビジョ
ン名）に基づき実施される

要素事業：A全て

0人

防災拠点への迅速な避難及び救援隊の迅速な参集を可能にするとともに、運動公園利用者に対する利便性の向上を図る。また防災拠点としての認知度の向上とともに、「交流の場」、「地域に密着した愛される公園」づくりに寄与する。

社会資本総合整備計画   （第２回変更） 平成27年3月9日

計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　東日本大震災を受け、発生が懸念される東海地震や東海・東南海・南海の三連動地震などによる地震・津波被害予想の見直しが行われ、隣接する焼津市が海に面していることから津波被害の拡大が懸念されているため、広域連携として志
太地域に住む避難住民の受け入れなども検討される中、災害援助隊の集結地である総合運動公園の役割は重要であり、公園の整備を促進することにより災害時の広域支援受け入れ能力の向上やヘリポート利用が可能となるよう災害時の拠点
となる公園の充実を図るとともに地域に密着した愛される公園を目指す。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式



（参考図面）市街地整備

計画の名称 1 志太地域の防災対策と交流の場としての公園整備

計画の期間 平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 藤枝市交付対象
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1-A-1   都市公園事業 

       （藤枝総合運動公園） 

1-C-1 防災拠点誘導看板・ＰＲ 

看板設置 

全体整備範囲 

野球場整備  

駐車場整備  

藤枝総合運動公園 拡大図 

サッカー場 

陸上競技場 

多目的広場 


